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生涯学習政策局 担当課室 生涯学習推進課専修学校教育振興室

上位政策一般会計 国際交流の推進

生涯学習推進課長
藤野　公之

関係する計
画、通知等

22年度 23年度要求

－

担当部局庁

35

　事業年度毎に補助先から提出される実績報告書や、必要に応じて提出させている経理関係書類等において、支出
先・使途を把握し、使用状況や事業目的との整合性について確認を行っている。
　さらに、経理状況の確認だけでなく、事業実施における課題等についてもヒアリングを行っており、支出先や使途につ
いては十分に把握できている。

総事業費(執行ベース) 35 7

21予算の状況
（単位:百万円）

36(36) 23(23)

19年度 20年度 21年度

21

執行額

会計区分

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

実施状況

　派遣実績
　　英　 語： 3人　（派遣先： 日米会話学院（東京都）、インタースクール東京校（東京都））
　　中国語： 4人　（派遣先： インタースクール東京校(東京都））
　　韓国語： 1人　（派遣先： インタースクール東京校(東京都））

  ※補助事業者：　財団法人 沖縄県国際交流・人材育成財団  　（補助率：10／10）

－ 沖縄振興計画

14(14) －

補
　
記

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

見直しの
余地

本事業の目的は概ね達成されたと判断し、平成２１年度をもって廃止している。

予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー

ム
の
所
見

予算事業名 作成責任者
事業開始

年度
平成10年度沖縄県同時通訳者養成事業

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

　沖縄県の自立的発展とアジア太平洋地域の平和と持続的発展に寄与する地域の形成を図る観点から、国際会議の
誘致等多様な国際協力・交流を推進するため、その中核となる同時通訳者の養成を支援する。

執行率 97.2%(97.2%) 91.3%(91.3%) 50.0%(50.0%)

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

0403事業番号

予算額(補正後）

　実施状況や支出先、使途の把握等に問題はないが、本事業における目的は概ね達成されたものと判断し、21年度限
りで廃止とした。

　同時通訳研修生を国内の研究機関（インタースクール等）へ１年間派遣する。
　　【対象となる言語】　英語、中国語、韓国語

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(文部科学省)



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)
(単位:百万円)

文部科学省
（7百万円）

Ａ．財団法人 沖縄県国際交流・人材育成財団
＜ 7百万円 ＞

【交　付】 ※ 補助率：10/10

対象法人から提出された申請書を精査
の上、補助金を交付。

同時通訳研修生を国内の研究協力機関（インタース
クール等）へ１年間派遣する。



雑役務費 研修先における受講料 1.1

研修機関までの交通費、研修期間中の日
当・宿泊費 5.9

費　目

0計 0 計

使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

金 額
(百万円）

費　目

0

D. H.

計 0 計

C. G.

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

金 額
(百万円）

0

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ

れている者につ
いて記載する。
使途と費目の
双方で実情が
分かるように記

載）

計 0 計

B. F.

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

金 額
(百万円）

0計 7 計

使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

金 額
(百万円）

A.　財団法人沖縄県国際交流・人材育成財団 E.

旅費


